
 

 

 

 

 

2022年2月22日 

 

大径木熱処理施設導入にかかる日本政策金融公庫との協調融資について 
 

当行は、湯前木材事業協同組合（代表理事 那須 主隆）に対して、日本政策金融公庫（以下、日本公庫）熊本

支店農林水産事業と連携して、協調融資(当行10,000千円、日本公庫32,000千円)を行いましたので、お知らせ

いたします。 

本資金は、地域の課題となっている樹木の大径化に対して、高付加価値化や有効活用のために大径化した原木

の熱処理施設導入に対応するものです。当社の林業情勢の変化に柔軟に対処する姿勢や前向きな事業計画、それ

に伴う地域林業への貢献等を高く評価し、協調融資を行いました。 

当行は地域の金融機関として、農林水産業者の生産性向上を後押しするとともに、カーボンニュートラル推進

のため、地域資源の有効活用に対して積極的に支援を行ってまいります。 

 

記 

 

１． 企業概要 

 

２． 該当するＳＤＧs 

 
・地域木材産業の活性化 

 ・大径目の高付加価値化や有効活用 

・森林資源の循環 

 

以 上 

会 社 名 湯前木材事業協同組合 

代 表 者 代表理事 那須主隆 

本社所在地 熊本県球磨郡湯前町4021-1 

出 資 金 43,250,000円 

創 立 昭和38年5月6日 

業 種 原木共販事業・森林整備事業 

《本件に関するお問い合わせ》 

肥後銀行 コンサルティング営業部 

担当：松下 

電話 096-326-8602 

熱処理施設 

http://scspwb00/sites/DocsManage/Jitsumu/0520/SDGs目標11住み続けられるまちづくりを.pdf

